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 燃えるゴミ・燃えないゴミ　　　  紙類リサイクル　　　  木製パレット等リサイクル

 空き缶等リサイクル　　　　　　 　　 リサイクル率　　　　赤字：総排出量

　

組
合
が
取
り
組
む
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
回
収
に
お
い
て
、
平
成
27
年

度
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
（
総
排
出
量

に
占
め
る
紙
類
・
木
製
パ
レ
ッ
ト
・

空
き
缶
等
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
量
合

計
）
が
過
去
最
高
の
61
・
７
％
を

記
録
し
た
。

　

近
年
、
企
業
の
社
会
的
責
任

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
の
一
環
と
し
て
、
環

境
活
動
へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
当
組
合
で
は
、
団
地

内
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
を

削
減
す
べ
く
、
資
源
の
リ
サ
イ
ク

ル
回
収
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
平

成
14
年
に
紙
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
回

収
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
平
成
16
年

に
木
製
パ
レ
ッ
ト
、
平
成
20
年
か

ら
は
空
き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

平
成
25
年
に
は
パ
ソ
コ
ン
の
リ
サ

イ
ク
ル
回
収
と
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充

を
行
っ
て
き
た
。

　

平
成
25
年
に
は
「
ご
み
分
別
強

化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
。
ご

み
収
集
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
業

者
が
収
集
時
に
、
利
用
者
に
対
し
、

ご
み
の
正
し
い
分
別
方
法
を
指
導

し
、
更
な
る
リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上

を
図
っ
た
。
ま
た
、
平
成
26
年
に

は
組
合
員
従
業
員
や
団
地
外
の
近

隣
企
業
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
空
き

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回
収
す
る

た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
回
収
Ｂ
Ｏ

Ｘ
を
組
合
会
館
に
設
置
す
る
な
ど
、

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
積
極
的

に
推
進
し
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
は
如
実
に
表
れ
、
団

地
内
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
量

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
実
施
前
の

平
成
13
年
度
に
は
６
９
３
ｔ
あ
っ

た
も
の
が
、
平
成
27
年
度
に
は

１
８
０
ｔ
と
、
４
分
の
１
ま
で
削

減
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
も
６
割

を
超
え
た
。

　

ま
た
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

を
は
じ
め
と
す
る
当
組
合
の
環
境

保
全
活
動
が
認
め
ら
れ
、
平
成
25

年
度
の
青
森
市
環
境
保
全
活
動
団

体
表
彰
を
受
賞
し
た
。

　

４
月
６
日
（
水
）
に
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
平
成
27
年
度
の
空
き

缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
事
業
で

得
ら
れ
た
収
益
金
５
０
，
０
０
０

円
を
青
森
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
付
し
た
。
当
日
は
、
組
合
の
西

理
事
長
が
同
協
議
会
の
前
田
会
長

に
目
録
を
手
渡
し
、
今
後
も
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
を
継
続
し
て
い
く
旨

を
述
べ
た
。

　

青
森
県
全
体
で
見
る
と
、
１
人

あ
た
り
の
ご
み
排
出
量
は
３
年
ぶ

り
に
減
少
し
た
も
の
の
、
い
ま
だ

全
国
ワ
ー
ス
ト
３
位
。
リ
サ
イ
ク

ル
率
も
13
・
５
％
で
全
国
最
下
位

と
い
う
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。
青
森
市
の
１
人
あ
た

り
の
ご
み
排
出
量
は
県
内
の
市
部

で
は
弘
前
市
、
む
つ
市
に
次
い
で

多
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
も
11
・
３

％
と
全
国
平
均
の
20
・
６
％
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
る
。

　

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

率
の
向
上
が
重
要
課
題
と
な
っ
て

い
る
今
、
組
合
で
は
、
他
地
域
の

先
進
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
、
今
後

も
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ごみ収集・リサイクル回収実績

紙類リサイクル回収 収益金を寄付

問屋町会館のリサイクル品回収ＢＯＸ 木製パレット回収
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平成28年５月号 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 第 550 号 ⑴

27
年
度
の
団
地
内
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

過
去
最
高
の
61
・
７
％
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0 5 10 15 20 25件

その他

飲酒運転

右左折時の
不確認

1

1

一時不停止

7

7

スリップ

12後方不注意

24前方不注意

加害事故原因

　

青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
（
多
田
支
部
長
）
で
毎
年
実
施

し
て
い
る
、
交
通
事
故
実
態
調
査

の
平
成
27
年
度
調
査
結
果
が
ま
と

ま
っ
た
。

　

調
査
の
結
果
、
27
年
度
の
加
害

事
故
件
数
は
57
件
と
、
前
年
度
の

66
件
よ
り
減
少
。
加
害
事
故
の
な

か
っ
た
無
事
故
会
員
数
も
１
１
０

社
、
79
・
７
％
（
前
年
度
78
・

１
％
）
と
、
こ
ち
ら
も
前
年
度
よ

り
わ
ず
か
な
が
ら
で
は
あ
る
が
好

転
し
た
。

　

事
故
要
因
に
つ
い
て
の
調
査
で

は
「
前
方
不
注
意
」
が
24
件
と
最

も
多
く
、続
い
て
「
後
方
不
注
意
」

が
12
件
、「
右
左
折
時
の
不
確
認
」

昨年10月に発生した接触事故

　

第
49
回
通
常
総
会
の
提
出
案
件

な
ど
を
審
議
す
る
平
成
28
年
度
第

１
回
理
事
会
が
４
月
25
日
（
月
）

に
問
屋
町
会
館
で
開
か
れ
、
審
議

の
結
果
、
全
て
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
平
成
27

年
度
塵
芥
収
集
及
び
紙
類
リ
サ
イ

ク
ル
等
の
回
収
実
績
、
平
成
27
年

度
交
通
事
故
実
態
調
査
結
果
、
問

屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
平
成

28
年
度
上
期
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
組

合
員
の
脱
退
及
び
新
規
組
合
員
加

入
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

　

主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り
。

案
件
一
．
賃
貸
組
合
員
の
脱
退
に

つ
い
て 

案
件
二
．「
東
北
六
魂
祭
２
０
１
６

青
森
」
に
係
る
協
賛
に
つ
い
て  

案
件
三
．
組
合
員
跡
地
買
取
資
金

の
借
換
に
つ
い
て 

案
件
四
．
第
49
回
通
常
総
会
の
提

出
案
件
に
つ
い
て

　

理
事
会
終
了
後
に
は
、
青
森
卸

セ
ン
タ
ー
㈱
の
第
１
回
取
締
役
会

及
び
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
の
第
１

回
取
締
役
会
も
開
か
れ
、
審
議
の

結
果
、
提
出
案
件
全
て
が
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

青
森
県
南
部
町
在
住
の
人
気
ビ

ジ
ネ
ス
書
評
家
で
あ
る
聖
幸
氏
の

オ
ス
ス
メ
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
書
を
紹

介
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ

通
信
。第
７
弾
で
紹
介
す
る
の
は
、

ヘ
ン
リ
ッ
ク
・
フ
ェ
キ
セ
ウ
ス
著

『
影
響
力
の
心
理
』（
大
和
書
房
）

￥
１
，
５
０
０
（
税
抜
）。

　

「
ビ
ジ
ネ
ス
書
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
で
定
番
と
も
言
え
る
１
冊
に

『
影
響
力
の
武
器
』
が
あ
り
ま

す
。
人
間
関
係
の
構
造
を
心
理
学

的
に
説
い
た
１
冊
で
す
が
、
ビ
ジ

が
把
握
し
て
い
る
も
の
を
合
わ
せ

る
と
計
12
件
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
結
果
を
活
か
し
、

同
支
部
で
は
「
問
屋
町
内
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
７
千
日
」（
平
成
28

年
12
月
26
日
達
成
予
定
）
を
達
成

す
べ
く
、
更
に
気
を
ひ
き
し
め
、

安
全
運
転
の
励
行
を
積
極
的
に
呼

び
か
け
て
い
く
。

ネ
ス
は
人
間
と
人
間
の
付
き
合
い

に
始
ま
り
、
人
間
関
係
で
終
わ
り

ま
す
か
ら
、
世
界
中
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
に
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
書
の
『
影
響
力
の
心
理
』
も

数
々
の
心
理
実
験
か
ら
導
き
出
さ

れ
た
科
学
的
な
人
間
関
係
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
が
満
載
で

す
。
例
え
ば
、

〝
弱
み
を
見
せ
た

ほ
う
が
信
頼
さ
れ

る
〟
〝
人
は
集
団

に
な
る
と
簡
単
に

操
ら
れ
る
〟
な

ど
、
一
見
逆
に
思

え
る
よ
う
な
心
理

テ
ク
ニ
ッ
ク
が
分

７
件
と
、
不
注
意
に
よ
る
事
故
が

多
く
、
そ
の
割
合
は
75
％
を
超
え

た
。
ま
た
、
今
回
か
ら
事
故
発
生

時
期
に
つ
い
て
も
調
査
。
12
月
～

３
月
の
冬
期
間
に
事
故
が
集
中

し
、
全
体
の
６
割
を
占
め
る
結
果

と
な
っ
た
。

　

問
屋
町
及
び
近
隣
に
お
い
て
の

事
故
件
数
は
、
調
査
結
果
と
組
合

か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

テ
ク
ニ
ッ
ク
で
人
間
関
係
を
な

ん
と
か
し
よ
う
と
思
う
の
も
ど
う

か
と
思
い
ま
す
が
、
円
滑
な
人
間

関
係
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。　
　
　
　
　

（
聖
幸
・
評
）

第 550 号 ⑵ 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 平成28年５月号

第
４９
回
通
常
総
会
の
提
出

案
件
な
　
　
ど

承
認

第
１
回
理
事
会

〝
不
注
意
〟
に
よ
る
事
故
が

大
半
を
占
め
る

２７
年
度
交
通
事
故
実
態
調
査

ビ
ジ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
通
信

ｖ
ｏ
ｌ
．
７
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▽
㈲
桂
工
業

　

代
表
者　

桂
木　

敏
介

　

業
務
内
容　

建
設
業

　

所
在
地　

第
二
問
屋
町
３
丁

目
６
　

︱　
16

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
７
５
２
　

︱　
８
７
３
０

【
社
名
変
更
】

▽
㈱
日
立
物
流
東
日
本

　

（
旧　

東
日
本
日
立
物
流
サ
ー

　
　
　
　

ビ
ス
㈱
）

４
月

８
日
▽
東
北
卸
商
業
団
地
連
絡
協

議
会
幹
事
会

９
日
▽
大
星
神
社
敬
神
会

12
日
▽
あ
お
も
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・

カ
レ
ッ
ジ
入
学
式

13
日
▽
同
友
会
第
１
回
役
員
会

14
日
▽
第
１
回
問
屋
町
合
同
清
掃

15
日
▽
金
融
審
査
会

18
日
▽
第
１
回
三
役
会

19
日
▽
会
計
監
査

20
日
▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
第
１
回
幹
事
会

25
日
▽
第
１
回
理
事
会

　
　

▽
青
森
卸
セ
ン
タ
ー
㈱
第
１

回
取
締
役
会

　
　

▽
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
第
１

回
取
締
役
会

30
日
▽
大
星
神
社
祈
年
祭
・
観
桜
会

【
代
表
者
変
更
】

▽
㈱
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

　

代
表
取
締
役　

吉
川　

志
郎

▽
㈱
青
森
出
版　
　

　

代
表
取
締
役　

吉
川　

健
一

▽
岩
崎
電
気
㈱　

　

取
締
役
社
長　

伊
藤　

義
剛

▽
㈱
東
北
タ
ン
ク
商
会　

　

代
表
取
締
役　

北
川　

和
也

▽
㈱
レ
ン
タ
ル
の
ニ
ッ
ケ
ン

　

代
表
取
締
役　

村
山　

雅
彦

《
組
合
員
の
皆
様
へ
お
願
い
》

　

組
合
で
は
、組
合
員
の
代
表
者
、

社
名
、
本
社
住
所
等
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
に
、
変
更
届
の
提
出

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
手
数
で
す
が
、
変
更
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
一

報
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◎
連
絡
先　

　

卸
セ
ン
タ
ー
総
務
部

　

☎
０
１
７
　

︱　
７
３
８
　

︱　
４
７
１
１

　

今
号
で
は
、
28
年
度
か
ら
問

屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
講

師
陣
に
加
わ
っ
た
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
吉
町
氏
に
よ
る

講
師
紹
介
を
お
送
り
す
る
。

　

今
年
度
、
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
で
「
今
日
か
ら
実

践
！
職
場
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス

ケ
ア
研
修
」、「
失
敗
か
ら
学

ぶ
！
話
を
『
聴
く
』
ス
キ
ル
向

上
研
修
」、
そ
し
て
「
失
敗
か

ら
学
ぶ
！
チ
ー
ム
力
の
引
き
出

し
方
」
の
３
講
座
の
講
師
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

現
在
、
私
は
若
年
者
の
就
労

支
援
を
行
う
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
他
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
セ
ミ
ナ
ー
講
師
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
仕
事
に
辿
り
着
く
ま
で

に
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
多
く
の
転

職
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

社
会
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
は

ホ
テ
ル
マ
ン
で
し
た
。
接
客
マ

ナ
ー
の
基
礎
や
お
も
て
な
し
の
大

切
さ
を
叩
き
込
ま
れ
、
ク
レ
ー

ム
対
応
の
ス
キ

ル
を
磨
く
こ
と

が
で
き
た
現
場

で
し
た
。
そ
の

後
は
、
学
生
時

代
か
ら
の
憧
れ

だ
っ
た
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
に
転
職
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
の

立
ち
上
げ
、
県
外
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
局
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
、
放
送
局
を
ゼ
ロ
か
ら

作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
の
大
変

さ
、
番
組
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
経

験
し
ま
し
た
。
青
森
に
戻
っ
て
か

ら
も
民
放
テ
レ
ビ
局
で
番
組
制
作

に
関
わ
り
ま
し
た
。
振
り
返
る
と

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
す
べ
て
の
仕

事
が
、
今
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
仕
事
で
も
ベ
ー
ス
に
は

「
人
と
の
関
わ
り
」
が
あ
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
苦
手
意

識
を
お
持
ち
の
方
は
、
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
よ
う

に
上
手
に
話
さ

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
で

し
ょ
う
。
し
か

し
、
話
す
こ
と

が
苦
手
で
も
相

手
の
話
を
聴
く

こ
と
は
で
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
聴
く
ス
キ
ル
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
土
台
に
な
り
ま

す
。
傾
聴
ス
キ
ル
の
ポ
イ
ン
ト
を

押
さ
え
て
実
践
す
る
こ
と
で
、

チ
ー
ム
で
の
取
り
組
み
や
人
間
関

係
が
劇
的
に
良
い
方
向
に
変
化
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
て
休
職
や
退
職
に
至
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
予
防
策
と
し

て
セ
ル
フ
ケ
ア
が
大
切
で
す

が
、
実
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
ど
れ
だ
け
他
者
へ

の
配
慮
が
で
き
る
か
ど
う
か
に

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
忙
し

い
日
々
の
業
務
の
中
で
自
分
の

こ
と
で
精
一
杯
で
あ
れ
ば
、
周

り
の
人
を
見
る
余
裕
も
あ
り
ま

せ
ん
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
基

本
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
て
、

職
場
で
実
践
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ら
の
講
座
を

通
し
て
皆
さ
ん
が
心
と
身
体
の

健
康
を
再
認
識
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
り
、
職
場

の
活
性
化
が
進
む
た
め
の
お
手

伝
い
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
何
卒
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
完
）
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㈱大平教材社
代表取締役

大平　幹夫 氏

一
面
で
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

27
年
度
の
当
組
合
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
が
61
・
７
％
と
、
こ

れ
ま
で
最
高
の
59
％
（
20
年

度
）
を
上
回
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
▼
平
成
14
年
度
に

紙
類
リ
サ
イ
ク
ル
を
開
始
し

リ
サ
イ
ク
ル
率
21
・
６
％
か
ら
環
境

事
業
に
取
組
ん
で
以
来
の
数
字
で
す
。

こ
こ
ま
で
組
合
員
の
皆
様
か
ら
ご
協

力
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
と
は
、

ま
こ
と
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
▼
転
話
題
。
先
号
で
ご
紹
介
し
た

宗
教
学
者
・
島
田
裕
巳
著
『
宗
教
消

滅
』
の
続
き
で
す
。
▼
前
回
、
新
宗

教
の
信
者
数
の
減
少
を
お
伝
え
し
ま

し
た
が
、
実
は
既
成
宗
教
で
も
、
高

野
山
で
の
法
会
参
加
者
や
伊
勢
神
宮

の
参
拝
者
数
が
大
幅
に
減
っ
て
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
▼
で
は

な
ぜ
、そ
う
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
。

著
者
は
何
よ
り
、「
資
本
主
義
」
と

い
う
あ
り
方
と
宗
教
の
興
廃
と
は
密

接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
と
し
ま
す

▼
人
類
の
歴
史
は
「
経
済
」「
宗
教
」

「
政
治
」
の
三
つ
の
軸
で
展
開
さ
れ
、

世
界
の
宗
教
事
情
を
読
み
解
く
に
は

こ
の
視
点
が
外
せ
な
い
と
し
て
い
ま

す
▼
つ
ま
り
、「
経
済
状
況
が
不
安
定

に
な
る
と
、
宗
教
の
力
が
大
き
く
な

り
、
拡
大
し
た
宗
教
は
政
治
に
向
か

う
」
と
い
う
こ
と
で
す
▼
日
本
の
宗

教
、
と
り
わ
け
新
宗
教
の
信
者
数
の

増
減
は
、「
高
度
経
済
成
長
」
と
不
可

分
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
の
が
著
者

の
主
張
で
す
▼
先
進
国
の
無
宗
教
化

を
も
た
ら
し
た
資
本
主
義
の
高
度
化

は
他
の
国
々
で
も
加
速
度
的
に
進
ん

で
い
ま
す
。「
そ
う
な
れ
ば
、
宗
教
に

関
し
て
も
、
先
進
国
と
同
じ
道
を
た

ど
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
」「
そ
れ

は
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
あ
り
方
を
変
容

さ
せ
て
い
く
に
違
い
な
い
」
と
著
者

は
み
て
い
ま
す
。（
藤
本
）

　

今
年
で
15
年
目
を
迎
え
る
問
屋

町
合
同
清
掃
が
４
月
14
日
（
木
）

に
行
わ
れ
た
。

　

平
成
14
年
に
参
加
者
数
48
名
で

ス
タ
ー
ト
し
た
同
活
動
は
、
組
合

員
並
び
に
関
連
企
業
の
協
力
に
よ

り
年
々
参
加
者
が
増
加
し
、
今
回

は
過
去
最
高
の
２
３
９
名
が
参
加

し
た
。

　

今
年
度
１
回
目
と
な
っ
た
今
回

の
合
同
清
掃
で
は
、
雪
解
け
後
に

道
路
脇
等
に
現
れ
た
空
き
缶
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻

な
ど
の
ゴ
ミ
に
加
え
、
粗
大
ゴ
ミ

も
数
多
く
集
め
ら
れ
た
。

　

ゴ
ミ
の
総
量
は
年
々
減
少
傾
向

　

４
月
30
日
（
土
）、
当
卸
団
地

の
氏
神
様
で
あ
る
大
星
神
社
に
お

い
て
、
祈
年
祭
及
び
観
桜
会
が
開

催
さ
れ
、
関
係
者
や
近
隣
住
人
な

ど
約
90
名
が
参
加
し
、
地
域
氏
子

　

今
回
か
ら
次
号
に
わ
た
り
、
先
の

総
会
で
選
任
さ
れ
た
新
役
員
２
名
を

紹
介
す
る
。
初
め
に
、
新
た
に
理
事

に
就
任
し
た
株
式
会
社
大
平
教
材
社

の
大
平
社
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

同
社
は
昭
和
20
年
に
大
平
社
長
の

父
親
が
起
業
。
文
房
具
や
ワ
ー
ク

ブ
ッ
ク
を
学
校
向
け
に
販
売
す
る
小

さ
な
文
具
屋
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

昭
和
60
年
に
大
平
社
長
が
３
代
目
の

代
表
取
締
役
に
就
任
。
現
在
は
学
校

の
教
育
設
備
品
の
ほ
か
保
育
用
品
や

介
護
福
祉
用
品
な
ど
約
２
万
点
も
の

ア
イ
テ
ム
を
取
り
揃
え
る
。
青
森
市

を
中
心
に
営
業
し
て
お
り
、
昨
年
、

創
業
70
周
年
を
迎
え
た
老
舗
企
業
で

あ
る
。

　
「
当
社
は
、
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を

第
一
に
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
要

望
に
細
か
く
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え

て
お
り
、
老
人
施
設
用
特
殊
浴
槽
の
導

入
か
ら
行
事
で
使
う
お
菓
子
の
詰
合
せ

な
ど
、
ど
ん
な
相
談
で
も
歓
迎
し
て
い

る
。
納
入
し
た
設
備
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
も
メ
ー
カ
ー
と
連
携

し
て
迅
速
に
対
応
。
商
売

は
得
を
す
る
た
め
に
行
う

が
、
自
分
だ
け
で
は
な
く

相
手
に
も
何
ら
か
の
形
で

返
し
て
い
く
循
環
性
が
大

切
。
商
売
を
通
じ
て
人
徳
を
磨
く
こ
と

も
必
要
で
あ
り
、
人
と
人
と
の
繋
が
り

は
何
に
も
変
え
難
い
」
と
強
く
語
っ
た
。

　

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、

「
現
在
、
教
育
の
場
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が

進
ん
で
き
て
お
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

っ
た
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
、
パ
ソ
コ
ン

な
ど
と
連
動
し
た
電
子
黒
板
が
当
た
り

前
の
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
県
内

で
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
導
入
し
て
い
る

学
校
も
既
に
あ
り
、
当
社
で
も
そ
う
い

っ
た
時
代
の
流
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

最
新
情
報
や
技
術
の
取
得
に
努
め
て
い

る
」
と
話
す
。

　

理
事
に
就
任
し

て
の
抱
負
に
つ
い

て
伺
う
と
、「
組
合

で
は
、
組
合
員
に

対
し
て
様
々
な
情

報
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
紹
介
し
た
り
、
異
業
種
交
流
の
機
会

を
設
け
て
く
れ
る
な
ど
大
変
あ
り
が
た

い
と
思
っ
て
い
た
。
理
事
を
拝
命
し
た

以
上
、
自
分
に
出
来
る
限
り
の
範
囲
で

微
力
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
面
に
話
が
及
ぶ
と
、

「
毎
日
の
楽
し
み
は
、
ほ
ど
ほ
ど
の

晩
酌
。
健
康
面
で
特
に
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
は
な
い
が
、
お
蔭
様
で
こ

れ
ま
で
大
病
も
な
く
、
毎
日
が
充
実

し
て
い
る
」
と
笑
う
。

　

好
き
な
言
葉
に
つ
い
て
聞
く
と
、

「
リ
ン
カ
ー
ン
の
『
40
歳
を
過
ぎ
た

ら
、
自
分
の
顔
に
責
任
を
持
て
』
と

『
金
は
な
い
が
能
力
の
あ
る
人
、
能

力
は
な
い
が
金
の
あ
る
人
は
１
つ
し

か
事
業
を
し
て
は
い
け
な
い
』
と
い

う
の
が
自
分
の
理
念
と
な
っ
て
い
る
」

と
答
え
た
。

　

最
後
に
、
明
治
大
学
校
友
会
の
青

森
県
支
部
長
を
務
め
る
同
氏
は
、

「
校
友
会
で
は
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
只
今
会
員
募
集
中
。
明
治

大
学
卒
業
生
は
是
非
連
絡
し
て
欲
し

い
」
と
笑
顔
で
締
め
く
く
り
、
周
知

活
動
も
欠
か
さ
な
い
。　

（
68
歳
）

に
あ
り
、
同
活
動
が
問
屋
町
の
景

観
美
化
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら

し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

問
屋
町
合
同
清
掃
は
４
月
か
ら

10
月
ま
で
の
毎
月
第
２
木
曜
日
、

全
７
回
行
わ
れ
、
ゴ
ミ
の
無
い
美

し
い
街
を
目
指
し
、
活
動
を
続
け

る
。

集
合
写
真

（
問
屋
町
）

集
合
写
真

（
第
二
問
屋
町
）

の
安
泰
と
繁
栄
な
ど
が
祈
願
さ
れ

た
。

　

同
神
社
境
内
に
は
樹
齢
３
５
０

年
以
上
と
い
わ
れ
る
シ
ダ
レ
ザ
ク

ラ
が
あ
り
、
市
の
桜
の
名
所
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
夜
間
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
も
さ
れ
、
数
多
く
の
市

民
が
訪
れ
て
い
た
。

合同清掃

夜間は桜のライトアップを実施
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新
役
員
に
聞
く

樹
齢
３
５
０
年
を
超
え
る

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
を
楽
し
む

15
年
目
を
迎
え
た
問
屋
町

合
同
清
掃
が
ス
タ
ー
ト




